
　　　　

R6 年 11 月 26 日

10 時 0 分から 18 時 30 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等

・おやつづくりや調理実習の実施
・公共交通機関の利用や外食体験、買い物学習等、社会体験の実施
・夏休み期間のプール遊びや季節に合わせた行事の実施
・茶話会

家族支援
連絡帳や送迎時の会話等で随時情報共有に努めます。必要に応じ、面談等行い、
不安や困りごとの相談援助を行います。

移行支援
学校、関連の医療・福祉機関との関係者会議を行い、学校卒業後も安心し
て生活が続くよう支援します。

地域支援・地域連携
地域でのイベントへの参加や、地域のお店を利用しての社会体験を通じて、地域
との交流の機会を提供し支援します。

職員の質の向上

・毎月の事業所会議の実施
・法人内全体でのリスクマネジメント委員会、虐待防止委員会・身体拘束
適正化委員会、運営会議（法人内研修等の運営）の実施
・年２回　法人内研修の実施
・外部研修の受講と伝達研修の実施

支　援　内　容

・毎日の健康管理、必要な対応をいたします。小さなサインを見逃さないよう、日々の観察を大切にいたします。
・来所時の準備や帰りの準備など、自分でできることを少しずつ増やしていきます。また、できることを習慣化できるようにしていきます。
・食事の時間が楽しく、また食べられる物が少しでも増えるよう支援します。
・日常的に視覚支援を使用し、皆様が安心して過ごせるように提案します。
・排泄や食事など、お一人おひとりに合わせて個別支援を行います。

・散歩やドライブ活動で、しっかりと体を動かし、身体機能の維持・向上を図ります。
・制作活動や感覚遊びを通じて、五感を使う様々な体験を提供いたします。本

人
支
援 ・利用者様が安心して過ごせるよう、環境を整えます。

・集団活動や社会体験を通じ、興味関心の幅を広げていきます。

・言語だけでなく、実物・絵カード・写真・サインを使用し、言葉以外のコミュニケーション手段の獲得を目指します。
・他者との関わりが楽しいと感じられるよう、支援者が間に入り、援助・支援いたします。

・お一人おひとりの思いに寄り添い、利用者様と支援者の良好な関係を築いていきます。
・公共交通機関の利用や外食、買い物の体験を通じ、社会のルールを学ぶ機会を設けます。
・他者との適切な距離感を把握できるよう、支援者がモデルとなり、他者との友好な関係を築けるよう支援します。

支援方針 　お子様たちが安心して過ごせる場所、自分の力を発揮できる場所となれるよう支援します。ご家族の皆様にとっても気軽に相談できる場になれるよう努力いたします。

営業時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念 　共生＝ともいき　誰もが「明るく、正しく、仲良く」暮らせる共生社会を目指します。

事業所名 放課後等デイサービス　わっか 作成日支援プログラム


